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２．あいさつ 

３．報告 

 （１）平成 28 年度学校給食事業の報告について 

 （２）（仮称）川越市新学校給食センター整備運営事業について 

 ４．議題 

（１）平成 29 年度学校給食業務実施計画について 

５．その他 

（１）学校給食費の無償化について 

６．閉会 



（２／４） 

議     事     の     経     過 

発 言 者 議題・発言内容・決定事項 

事務局 
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【開会】 

平成 29 年度第 1 回川越市立学校給食センター運営委員会を開催

する。本日の委員の出席状況は、15 名の委員のうち出席が 10 名、

欠席が 5名である。当運営委員会規則第 4条の規定により、委員会

は成立している。 

平成 26 年 2 月の当運営委員会にて「会議の公開について」を審

議し承認いただいている。よって原則公開とする。 

  

―事務局職員紹介― 

 

―配布資料確認― 

 

報告（1）平成 28 年度学校給食事業の報告について事務局より報

告する。 

 

―資料 1に基づき説明― 

 

学校給食費については、この金額で 189 回の給食をいただいてい

てありがたいと感じている。 

 

就学時健康診断での食に関する指導の回数が少なく感じる。どの

学校でも食生活に関する内容があると思うので、ぜひ各校で食に関

する指導が実施できるよう、このような取り組みがあることを周知

していただきたい。 

 

食に関する指導では、食物アレルギーのある児童生徒もいるとい

うことにも触れていただきたい。食物アレルギーのある子どもが中

学校に進学したのだが、食物アレルギーのことでからかわれてしま

った。小学校からの積み重ねも必要だと思う。このようなことも踏

まえて、より良い指導をお願いしたい。 

 

学校給食費の未納者を市の収納対策課へ移管するまでの期間を

教えてほしい。 

 

毎年、8 月頃に移管をしているので、1 年と少しの間は様子をみ

てから移管している。学校給食費の時効が 2年のため、その前に移

管する必要がある。 

 

報告（2）（仮称）川越市新学校給食センター整備運営事業につい

て事務局より報告する。 
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―資料 2に基づき説明― 

 

質問等特になし。 

 

 議題（1）平成 29 年度学校給食業務実施計画について事務局より

説明する。 

 

 ―資料 3に基づき説明― 

 

 食物アレルギー対応食分の食数が菅間第二学校給食センターに

加わると思うが、食物アレルギー対応食は何食か。 

 

 平成 30 年度から開始するため、まだ正確な食数は把握できてい

ないが、最大 260 食の設備を有している。これから学校での面談等

が始まっていく段階である。食物アレルギーを有する児童生徒は

年々増加傾向にあると認識している。また、川越市の食物アレルギ

ー対応食の食数は全食数の 1%を最大食数としているが、他市の状況

から見ると 1%というのはあまりない。 

 

 食物アレルギー対応食も人がやる事なので何が起こるかわから

ない。また、先日、給食のメニューが急遽変更ということもあった

ので、危険性があるということを重々承知していただきたい。 

 

 ２学期から菅間第二学校給食センター稼働に伴い、学校への配送

時間等も変更されている。学校側としてはできる限り協力していき

たいと考えているので、行事等の際に配送時間の融通が利くのか確

認していただきたい。 

 また、学校へのエアコン導入に伴い夏休みを減らすことを教育委

員会として検討しているのか。その際、現在の学校給食費の金額を

変えずに給食回数を何回増やせるのか検討しておいてほしい。 

 

 エアコン導入に伴う授業日数については現在、検討中である。他

市の状況の踏まえ、給食はなしで半日で帰宅する日を設けることも

考えられる。学校給食費の値上げは避けたいと思っている。 

 

 現在の学校給食費で給食は年何回まで提供できるのか。 

 

 現在の学校給食費は年 190 回をベースとして算出している。 

 

他に質問はないか。なければ、「平成 29 年度学校給食業務実施計

画について」について承認いただけるか。 
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―承認― 

 

その他（1）学校給食費の無償化について事務局より説明する。 

 

―資料 4に基づき説明― 

 

食物アレルギーのある子どもをもつ家庭は、食べられないメニュ

ーの時に代替を子どもに持たせる等の負担があるので、学校給食費

を全額払うことに疑問を持っている人もいる。そのような不公平感

のあるところから補助等があると良いのではないかと思う。また、

第3子からの無償化も、できるのであればありがたい話だと思うし、

少子化対策になるのではないか。 

 

学校給食の運営は年 30 億円程度かかっている。その反面、学校

からの予算要望は通らないことも多い。教育環境は他市等の状況に

比べて低いものもあるので、教育環境改善の財源が学校給食費無償

化に使われてしまうのではないかという不安はある。また、市の建

物の多くは教育委員会のものであり、改修等が必要なものもある。

市の予算としての優先順位をつけていくべきではないか。国や県の

施策として始まるのであれば、不公平感の解消から等の考えもある

と思う。 

 

―遅参の為、福島学校教育部長挨拶― 

 

本日の議題は全て終了とする。 

 

【閉会】 

（10:50） 

 


